
 

 

 
 
 
 

 

 

  

9月 24日～30日は結核予防週間です。 

『結核』と聞いてもあまりよくわからないという人も多いのではない

でしょうか。 

結核は、今から 70年ほど前の 1950年代には「亡国病」と恐れ

られていましたが、医療が進歩し、栄養状態や生活水準が良くなるに

つれ、「薬を飲めば治る病気」になりました。 

しかし、今でも 1日に 32人の新しい患者が発生し、5人が命を

落としている日本の重大な感染症であることを知っていますか？最近

ではコロナ禍の受診控えにより、早期発見が遅れているとの懸念もあ

ります。 

「よくわからないから関係ない」ではなく、この機会に、結核についてより理解を深めてみませんか？？ 
 
 
 

 結核は、結核菌によって主に肺に炎症が起きる病気です。最初は風邪に似た症状で始まりますが、 

たんが絡む咳・微熱・身体のだるさが 2週間以上続く場合は注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菌を出している肺結核患者の咳やくしゃみなどの「しぶき」と一緒に、結核菌が空気中に飛び散り、それを周りの人

が直接吸い込むことでうつります。これを『空気感染』といいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月発行 

長崎北高校保健室 

結核は、遠い昔の病気！？？ 
あなたは結核についてどこまで知っていますか？ 

Ｑ1．結核ってどんな病気？ 
 

Ｑ２．結核は感染するの？ 
 

感染してもすべての人が発症するわけではありませ 
ん。健康であれば多くは免疫の働きで抑え込んでしま 
います。 

加齢や病気などで免疫力が落ちると、抑え込まれて 
リいた結核菌が再び活動し、発病することがありま 
す。 

感染しても発病していない人は結核の薬を３～６ 
か月間飲むことで発病を予防できます。 



 

 

 

  結核と診断されても、複数の薬を６～9カ月間、毎日きちんと服用すれば治り

ます。しかし、症状がなくなったからといって、治療の途中で服薬を止めてしまう

と、菌が抵抗力をつけ、薬が効かない結核菌になる危険性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本は今でも 1年間に 1万人以上、結核を発症しています。 
 

新登録患者数※１ １１，５１９人 

罹患率※２ ９．２ 

死亡者数 １，８４５人 

死亡率※３ 1.5 

 

 

 結核は、世界の死亡原因 13位を占め、新型コロナ感染症が猛威を振るった年を除くと、

単一の感染症としては HIV/エイズを超え最大の死亡原因となっています。世界人口の
23％にあたる約 17億人が結核に感染し、そのうち年間約 1,000万人
が新たに発病し、160万人が死亡していると推定されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  この保健だよりは、公益財団法人結核予防会が作成した結核予防パンフレット『結核の常識 2023』 

を基に作成しました。もっと結核について知りたいと思ったあなたは、ぜひ、ホームページから学びを深めてく

ださい。「遠い国の病気」、「遠い昔の病気」という認識ではなく、今なお、この日本でも苦しんでいる患者さ

んがいることを理解し、予防に努めてくれると嬉しいです。 
 【公益財団法人結核予防会 ホームページ】   

https://www.jatahq.org/about_tb/qa 
 

Ｑ３．結核は治せるの？ 
 

治療が確実に行われるよう、入院中も退院後も医療機関と保健所が

協力して服薬を見守ります。 

これを日本版ＤＯＴＳ（直接服薬確認療法）といいます。 

日本と世界の結核について 

●日本の結核の現状 

※ データは２０２１年集計結果 

※１：１年間で新たに結核を発病し登録された人の数 

※２：新登録患者数を人口１０万対で示した數 

※３：人口１０万対で示した數 

 

●世界の結核の現状 

結核についてもっと知りたいと思ったあなたへ 

※今月の保健だよりは裏面もあります。裏面は生徒保健委員が作成した記事がありますよ。 
ぜひ、裏面も読みましょう！ 

https://www.jatahq.org/about_tb/qa


 

 

 
 

 

 

 

夏休み明けに、夏季休業中の保健調査を行いました。（６６１名 回答） 

夏休み中の過ごし方についていくつか質問しましたが、その中でもスマホ・タブレッ
トの利用について気になる結果が出たので紹介します。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そこで、今月の生徒保健委員会プチ健康情報コーナーでは、１－１・２-１の保健委員の皆さんにスマホ・

ＳＮＳと上手に付き合う方法をまとめてもらいました。 

「スマホが気になって勉強に集中できない」「食事中や寝る時もスマホが近くにないと落ち着かない」と

いうそこのあなた！！スマホを触る手を休めて、ぜひこの保健だよりを読んでみてくださいね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ とてもよくできた 86人 ４ よくできた 178人 

３ できた 252人 

２ あまりできなかった 112人 

１ できなかった 33人 

今月のテーマ 

●スマホやタブレットは使用時間を決め、SNSやゲームなどに 

のめり込みすぎないよう適切な使用を心がけましたか？ 

他の質問に比べ、「とてもよくできた」と答えた
人が極端に少なく、「あまりできなかった」「で
きなかった」と答えた人の割合が多かったです。 
北高生全体で、１５０人近くの生徒が、スマホの
使い方に自信が持てないという結果は心配です。 

 
 
歩きスマホの人が 
どのくらいの距離で私に気
付くか実験しました。 
 
結果はなんと７０㎝！！ 
 
ぶつかる寸前だったので危
ないと思いました。 
 
歩きスマホは、自分だけで
なく、他人も巻き込む可能
性があります！！ 
 
歩きスマホはやめよう！！ 
 
１年１組 女子保健委員 

実験しました！！ 

生徒保健委員からのメッセージ 



 

 

 
 
もしかしたら皆さんはスマホ

“を”動かすのではなく、スマ
ホ“に”動かされているのかも
しれません。今、その鎖を引き
ちぎりましょう！！ 
 
スマホの使い過ぎは免疫力の
低下や過度のストレスから体
に悪影響を及ぼすかもしれま
せん。 
 
自分のスマホも体調も、しっ
かり自分で管理しよう！！ 
 

１年１組 男子保健委員 

 
 
知らない人に自分や友達の写真を送って

しまったら…。 
自分だけでなく、大切な友達も怖い被害

にあうかもしれません。 
 
ＳＮＳを利用するときは、細心の注意を

払いましょう！！ 
 

２年１組 女子保健委員 

ルールを決めてもっと楽しくＳＮＳを利用しよう！ 

 
 
最近、飲食店で悪ふざけした動画を公開

し、大問題になった件がありました。一度 
ネットにアップされたものはほぼ消えず、
未来まで残ります。 
自分や友達の未来を守るために、その投

稿が本当に大丈夫なものなのか考えるよう
にしましょう。 

２年１組 男子保健委員 

未来の自分を守るために！ 

スマホ以外の楽しみって何だろう 


